
1-3建 築環境研究センター活動報告

建築環境研究セ ンター長 在永 末徳

藤井 大地,崔 軍,市 川 尚紀

1.平 成22年 度活動報告

建築環境研究センターは,設 立されて4年 目を迎え,研 究所 内に機構編成 されて2年 が経

つ.設 立当初 よ り,当 センターは,「 環境持続可能型住宅に関す るプロジェク ト研究」 を目

指 して取 り組 んできた.そ の間,平 成21年 に環境共生実験住宅を工学部キャンパス内に設

置 し,一 層,研 究内容 も具体化 してきた.平 成22年 度は研究活動が本格的にスター トした

新 しい年度である.そ して,各 研究員の研究成果をできるだけ技術 レベル にまで高め,地

域への技術貢献 ・技術支援 を実現す るために,2回 目の 「社会人 リカ レン ト講座」 を開催 し

た.更 に,現 在の研究の母体 をなす環境共生実験住宅を広 く地域 に公開 し,各 種の見学会

を企画 している.

以下,研 究活動,リ カ レン ト講座,見 学会について報告す る.

(1)研 究活動

当セ ンターのプ ロジェク ト研究構想 を表1に 示す.各 研 究員は,プ ロジェク ト構想 を基 に,

各 自の研究状況 に応 じてテーマ ・内容 を具体化 し,取 り組んできた.環 境 グループは,環

境共生実験住宅 を活用 して 「太陽熱 ・雨水 ・地 中熱 による床冷暖房 システムに関す る研究」

お よび,「 居住者 の温冷感 を考慮 した空調負荷計算法に関す る研究」を進 めてい る.構 造

グループ も,環 境 表
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建築設計(ソ フ ト技術)・ 他分野(lT技 術 ・機能性材料)・ 企 業(生 産技術)と の協 力体制

(2)社 会人 リカ レン ト講座

本講座 は,住 宅に関わる様 々な技術の基礎 的な知識やその原理 について学び直 したい技

術者,住 宅技術 に関心のある方々を対象に,当 セ ンターの研究員等が講師を務 め,受 講者

とのデ ィスカ ッションや実験現場の紹介な どの工夫 を凝 らした公開講座 となっている.
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(テーマ)学 び直 し持続可能型住宅

(概要)技 術者を対象 に,持 続可能 な住宅のあ り方に係わる種 々の知識 を,3日 間に

分 けて提供する.

第1日 目 「住宅の省 エネ ・快適性」 市川尚紀 講師,崔 軍 准教授

木造住宅等 の環境に対応 した様々な技術 と考 え方 について解説する

第2日 目 「住宅の耐震安全性」 藤井大地 教授,大 田和彦 准教授

耐震安全性を通 して,快 適で,安 心 ・安全な住まいを解説す る

第3日 目 「長期優良住宅 とは」 在永末徳 教授

社会が求める高性能 ・高品質の住 まい とは何かを解説する

(日時)平 成22年11月6日(土),13日(土),20日(土)13:00～17:00

(場所)近 畿大学次世代基盤技術研 究所2階 会議室

(3)見 学会

当セ ンターの研 究活動 の内容 を広 く一般の方々,地 域住民,保 護者等に理解 していただ

くため,環 境共生実験住宅を開放 し,各 種見学会を組織 してい る.

1)新 入生保護者 向け見学会2010.4.7

建築学科紹介の後,持 続可能型住宅の開発研 究を保護者 に紹介 し,理 解を深めて

貰 う.

2)広 島大学大学院サステナブル講座2010.6.16

広島大学大学院生 を対象 としたサステナブル課外授業 の1コ マ として,環 境共生

実験住宅での研究内容 を紹介す る.

3)近 畿大学一般公開講座2010.7.10

近畿大学が主催す る公 開講座の一つである 「エ コハ ウス入 門」の中で,環 境共生

実験住宅の見学を位置づける.

4)社 会人 リカ レン ト講座2010.11.6

リカ レン ト講座 の第1日 目 「住宅の省エネ ・快適性」の中で,環 境共生実験住宅

の見学を位置づける.

5)オ ープンキャンパ スやキャンパス見学会2010.7/2010.8

大学の研究活動紹介 を高校生や保護者 を対象に広報活動の一環 として行 う.

2.主 要 な研 究 業績

(1)論 文

1)松 本慎 也,本 川 英治,藤 井大 地,大 田和彦,在 永末徳,大 久保 孝 昭,ポ ー タ ブル 無線 加

速 度計 と衝 撃 型 起振機 を用 い た振 動特 性 評価 システ ム ー木 造 実験 住 宅で の検 証 一,日 本 建

築 学会 技術 報告集,第16巻,第34号,pp.1187-1192,2010.10.

2)市 川 尚紀,崔 軍,木 造実 験住 宅 を用 いた太 陽熱 ・雨水 ・地 中熱 に よる床 冷 暖房 シ ステ ム

に関す る研 究,日 本 建築 学会 技術 報告集,第18巻,第35号,pp.227-232,2011.2.

3)崔 軍,渡 辺 俊行,居 住者 の温冷感 を考慮 した空調負 荷 計算 法 に関す る研 究

一間欠 空調 にお ける予熱 予 冷負 荷 の発 生性 状 お よび 過 大 な予熱 予 冷負 荷 へ の対策 一 ,日 本

建 築学 会環境 系論 文集,No.657,pp.945-951,2010.11.
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(2)学 会発 表

1)本 川英 治,藤 井 大 地,松 本慎 也,大 田和 彦:

木 造建 物 を対 象 と した 動 的耐震 診 断手 法 の 開発,近 畿 大学 実験 住 宅 にお ける検 証,日 本 建

築 学会 中国支部研 究 報告集,Vol.33,220,2010.3

2)本 川英 治,藤 井大 地:

既 存木 造住 宅 を対象 と した低 コス ト耐 震 性評 価 法 の 開発,日 本 建 築 学会 大会 学術 講 演梗 概

集(東 北)構 造II,pp.493-494,2009.8)市 川 尚紀,崔 軍:

太 陽熱 ・雨水 ・地 中熱 に よ る床 冷 暖房 シス テ ムに 関す る研 究,日 本建 築 学会 大 会学 術講 演

梗概 集(富 山)D-2分 冊,NO.41548,pp.1111-1112,2010.9

4)宮 脇 由佳,崔 軍,市 川 尚紀:

太 陽熱 ・雨水 ・地 中熱 に よ る床 冷 暖房 シス テ ムに 関す る研 究,日 本建 築 学会 中国支 部研 究

報 告集 第33巻,NO.412,2010.3

5)市 川 尚紀:

雨 水 に よ る木 造 住 宅 の 床 暖 房 の 実 験,日 本 建 築 学 会 大 会 学 術 講 演 梗 概 集(東 北)D-1,

pp.635-636,2009.8)

6)池 田大輔,村 川 三郎,西 名 大作,崔 軍,福 代 和弘,長 野和雄:

非住 宅 建築 物環境 関連デ ー タベー ス に基づ く中国 ・四国地域 にお け るエ ネル ギー 消費 実態

に関す る研 究(第1報)各 用 途建 物 のエ ネル ギー 消費 量 とそ の要 因分析,空 気調 和 ・衛 生

工 学会 学術 講演 会(山 口),2010.9

7)村 川 三郎,西 名 大 作,崔 軍,福 代 和 弘,長 野 和雄,池 田大 輔:

非住 宅 建築 物環境 関連デ ー タベー ス に基 づ く中国 ・四国地域 にお け るエ ネル ギー 消費 実態

に関す る研 究(第2報)各 用 途建 物 の使用 水 量 とそ の要 因分析,空 気調 和 ・衛 生 工学 会学

術 講演 会(山 口),2010.9

8)村 川 三郎,西 名 大 作,崔 軍,福 代 和宏,長 野 和雄,池 田大 輔:

非住 宅(民 生業務 部 門)建 築 物 の環境 関連 デー タベ ー ス構築 に関す る研 究 その49中 国 ・四

国地域 にお けるエネ ル ギー 消費量 の実 態(平 成21年 度調 査 結果),日 本建 築 学会 大会(富

山)学 術講 演梗概 集 環 境 工学1,pp.1169-1170,2010.9

9)池 田大輔,村 川 三郎,西 名 大作,崔 軍,福 代 和宏,長 野和雄:

非住 宅(民 生業務 部 門)建 築 物 の環境 関連 デー タベ ー ス構築 に関す る研 究 その50中 国 ・四

国地域 にお け るエネ ル ギー 消 費原 単位 の要 因分析,日 本 建 築 学会 大会(富 山)学 術 講演 梗

概集 環境 工学1,pp.1169-1170,2010.9

10)崔 軍,渡 辺 俊行:

居 住者 の温冷 感 を考 慮 した 空調 負荷 計 算 法 に関す る研 究 その6最 大負 荷 に制 限 を設 け

た場合 の間欠 空 調 の年 間 除去熱 量,日 本 建築 学 会大 会(富 山)学 術講 演梗 概 集 環 境 工学

II,pp.1165-1166,2010.9

11)湊 政 樹,崔 軍,市 川 尚紀:

壁 放射 冷 暖房 システ ム を利 用 した室 内の温 熱 環境 に関す る研 究 その2壁 放射 暖房 とエ

ア コン暖房 の上 下温 度差 の比 較,日 本 建 築学会 大 会(富 山)学 術 講演梗 概集 環境 工学II,

pp.1067-1068,2010.9
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12)湊 政樹,崔 軍,恩 庄亜美:

壁放射冷暖房 システムを利用 した室 内の温熱環境 に関す る研究 その3冷 房 時の室内温

熱環境について,日 本建築学会中国支部研究報告集 第34巻 環境工学404,2011.3

13)崔 軍,湊 政樹,恩 庄亜美:

壁放射冷暖房 システムを利 用 した室 内の温熱環境 に関す る研究 その4暖 房 時の室内温

熱環境について,日 本建築学会中国支部研究報告集 第34巻 環境工学405,2011.3

14)崔 軍:

居住者 の温冷感を考慮 した空調負荷計算法 に関す る研究 その7建 物断熱仕様お よび放

射パネル仕様 が空調負荷に及 ぼす影響,日 本建築学会 中国支部研究報告集 第34巻 環境

工学408,2011.3

15)長 谷健,崔 軍,湊 政樹,恩 庄亜美,橋 本康平:

廃線 トンネル内の熱環境に関する長期測定 その12010年 の測定結果,日 本建築学会 中

国支部研究報告集 第34巻 環境工学409,2011.3

(3)講 演

1)在 永 末徳:

広 島県 エ コフェス タin東 広 島,「 環境 にや さ しい タイル の話 」,主 催広 島県住 宅供給 公社,

2010.10

2)市 川 尚紀:

東 広 島市産 学官 マ ッチ ン グイベ ン ト,「 太 陽熱 ・雨水 ・地 中熱 に よる 自然冷 暖房 システ ム の

研 究」,主 催 東広 島市 産 学官連 携推 進 協議会,2010.12

3)市 川 尚紀:

第4回 都 市計 画研 究会,「 水 循 環型社 会 と建 築」,主 催 都 市計画 学会 中国 四国支部,2011.3

(4)そ の他

1)在 永末徳:

巻頭言 住宅 の性能 に及 ぼす多機能性建築材料の開発 と改修工法の役割,建 材試験情報,

(財)建材試験セ ンター,2010.9,VOL.46

3.外 部資金獲得

(1)寄 附研究:戸 河内 トンネル 内における焼酎熟成に関す る温湿度 の検証,研 究者:崔 軍

4.学 外兼務業務

(1)在 永末徳:

日本建築学会代議員

日本建築学会材料施工本委員会委員

日本建築学会中国支部材料施工委員会委員長

広島県建設紛争審査会会長代理

(2)市 川尚紀:

日本建築学会環境工学本委員会 都市と親水小委員会委員
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日本建築学会環境工学本委員会 環境設計法小委員会委員

(3)崔 軍:

空気調和 ・衛生工学会評議員

空気調和 ・衛生工学会SHASE技 術フェロー

5.そ の他

(1)新 聞

1)在 永末徳:中 国新 聞,高 校 生 の理 系 ばなれ を考 える,2010.6,大 学 教 育特集 に掲 載

(2)テ レビ ・ラジオ

1)在 永末徳:中 国放 送(RCC),LOVEGREEN,2010.6～2011.2,約80回 放 映

ホー ムテ レビ,2020年 広 島オ リン ピ ック誘 致 メイ ンス タジア ムの検 討,

2010.10

2)市 川 尚紀:広 島テ レビ,環 境 共生 実験住 宅 につ い て,2010.6
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